
本校は、令和４年度と５年度、文部科学省から「人権教育に関する研究校」として指定を受けています。「豊

かな人間性や自尊感情を育成する人権教育～互いの違いやよさを認め合い、相手の気持ちを考えて行動できる児

童の育成～」という研究主題のもと、人権に関する意識を高め、よりよい児童の育成、より過ごしやすい学校・

家庭・地域づくりにつなげていくために様々な取組をしています。 

その一環として人権教育に関する本校の活動を伝えるための人権だよりを発行しています。第３号では、７月

１９日(水)に行ったましこ小祭りについてお伝えします。上学年の児童が下学年の世話をしたり、下学年の児童

が上学年の姿から学んだりするなど、一人一人のよさを発揮することができました。異学年交流を通して自分だ

けでなく他の友達も楽しめているか思いやったり、みんなが楽しむ姿を見て達成感を感じたりしながら、子ども

たちの自己有用感も少しずつ高まっています。 

 ましこ小祭りでは、清掃班ごとにたくさんの教室をまわり、ミニゲームに参加しました。ましこ小祭りの６つ

のミニゲームは企画運営委員会の児童が計画・運営しました。 

～ジェスチャーゲーム～ 
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～さかさ言葉クイズ～ 
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２年生の教室では、うつされた

シルエットのキャラクターが何

か答えるクイズをしました。６年

生の○○さんと５年生の○○さ

んが出す問題をよく見て、元気に

答えていました。知っているキャ

ラクターが登場すると、大盛り上

がりでした。 

3 年生の教室では、さかさ言葉

クイズを行い、6年生の○○さん

と 5 年生の○○さんが 5分間で

10 問のさかさ言葉を何問解ける

かを説明しました。みんなで協力

しながら言葉を探し、ホワイトボ

ードに書き出していました。 

 １年生の教室では、ジェスチ

ャーゲームが行われました。お

題にあったジェスチャーをし、

お題を当てられたら得点が入り

ます。答えが分かるとすぐに、

「水泳！」や「魚！」など、元

気よく答えていました。６年生

の○○さんと５年生の○○さん

が進めました。 



 

～９０ｃｍテープ切り～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

～この部分な～んだ?～ 

 

 

～宝探し～                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～児童の振り返り～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

6 年生の○○さんと５年生の

○○さんが、すずらんテープを９

０ｃｍで切るゲームの説明を行

いました。みんなで相談しなが

ら、切る長さを決め、結果が分か

るまでドキドキ、ワクワクでし

た。 

 ６年生の○○さんと５年生

の○○さんが分かりやすく説

明をしてくれました。「学校の

プール」がなかなか当たらず、

色々な答えが飛び交ってとて

も楽しい雰囲気でした。またや

りたいですね！！ 

 ５年生の○○さん、○○さんが

丁寧に説明をしてくれました。子

どもたちの「早くやりたい！！」

が表情から感じられました。探せ

た子も探せなかった子も「みんな

で見つけたよ！！」という気持ち

になり教室が笑顔でいっぱいに

なりました。 

活動後の振り返りに

は、「みんなでできた。」

「とても楽しかった。」

「５・６年生のように

なりたい。」「おにいさ

ん、おねえさんがやさ

しく教えてくれた。」な

どが書かれていまし

た。 


